
水晶体透明化計
画～Clareon® による透明化～

白内障手術によるアプローチ

　学会テーマである「全人類水晶体透明化計画」について、白内障手術によるアプローチとして、Clareon®眼内レンズによる透明化を紹介さ
せていただきます。
　近年は、洗練された手術手技と進化を続けるテクノロジーにより、手術の目的を、患者満足度向上から、患者を感動させる提供価値へと深
化してきています。本セミナーでは、Clareon®眼内レンズを使用した患者を感動させる提供価値について紹介いたします。
　まず、眼内レンズの豊富なエビデンスをお持ちの前田直之先生からは、Clareon®がもつ屈折安定性とその有用性についてお話しいただきま
す。次に、相馬剛至先生からは、VERION™イメージガイドシステムを用いたClareon®Toricの臨床経験をご紹介いただきます。大澤亮子
先生からは、眼軸長測定器ARGOS®の効率性と精度、Clareon®PanOptix®Toricのポテンシャルについて自験例をまじえご講演いただき、
最後に、繪野亜矢子先生より、多焦点眼内レンズのこれまでの進化を、Clareon® PanOptix®の 早期術後結果や術後屈折精度向上の重要
性を踏まえご講演いただきます。
　「全人類水晶体透明化計画」の一翼を担うClareon®コレクションについて、ぜひその実力を体感ください。
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